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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　印刷データを生成する端末とネットワークを介して接続された画像形成装置であって、
　前記端末より、少なくともユーザを特定するためのユーザＩＤ、及び前記端末において
生成された印刷データを特定するための識別子を含む、情報を受信する受信手段と、
　前記受信手段が受信した前記ユーザＩＤと前記識別子とをそれぞれ対応付けて管理する
管理手段と、
　前記印刷データを取得するために、前記ユーザＩＤを入力する入力手段と、
　前記ネットワーク上の端末に格納されている印刷データの中から、前記入力手段から入
力されたユーザＩＤに対応付けて管理されている識別子に基づいて選択された前記印刷デ
ータを、前記ネットワークを介して取得する取得手段と、
　前記取得手段が取得した印刷データに基づき出力用紙上に画像を印刷する印刷手段とを
有することを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記入力手段は、ＩＤカードに記録された前記ユーザＩＤを読み出して入力することを
特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　さらに、原稿上の画像を読み取り画像データを発生する読取手段を有し、前記印刷手段
は前記読取手段からの画像データに基づく画像を印刷することを特徴とする請求項１又は
２に記載の画像形成装置。
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【請求項４】
　前記受信手段が前記情報を受信したときに、前記読取手段からの画像データに基づく画
像の印刷中であれば、前記印刷手段は、前記読取手段からの画像データに基づく画像の印
刷終了後に、前記取得手段により取得された印刷データに基づく画像を印刷することを特
徴とする請求項３に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記受信手段が前記情報を受信したときに、前記読取手段からの画像データに基づく画
像の印刷中であれば、前記印刷手段は、前記読取手段からの画像データに基づく画像の印
刷を中断させて、前記取得手段により取得された印刷データに基づく画像を印刷すること
を特徴とする請求項３に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記画像形成装置は、更に前記端末において生成された印刷データを保持するファイル
サーバと前記ネットワークを介して接続され、前記取得手段は、前記ファイルサーバから
前記印刷データを取得することを特徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載の画像形成
装置。
【請求項７】
　印刷データを生成する端末とネットワークを介して接続された画像形成装置の制御方法
であって、
　前記端末より、少なくともユーザを特定するためのユーザＩＤ、及び前記端末において
生成された印刷データを特定するための識別子を含む、情報を受信する受信工程と、
　前記受信工程で受信した前記ユーザＩＤと前記識別子とを対応付けて管理する管理工程
と、
　前記印刷データを取得するために、前記ユーザＩＤを入力する入力工程と、
　前記ネットワーク上の端末に格納されている印刷データの中から、前記入力工程で入力
されたユーザＩＤに対応付けて管理された識別子に基づいて選択された前記印刷データを
、前記ネットワークを介して取得する取得工程と、
　前記取得工程で取得した印刷データに基づき出力用紙上に画像を印刷する印刷工程と、
　を有することを特徴とする画像形成装置の制御方法。
【請求項８】
　前記画像形成装置は、更に前記端末において生成された前記印刷データを保持するファ
イルサーバと前記ネットワークを介して接続され、前記取得工程は、前記ファイルサーバ
から前記印刷データを取得することを特徴とする請求項７に記載の画像形成装置の制御方
法。
【請求項９】
　印刷データを生成する端末、印刷データを保持するファイルサーバ、及び印刷データに
基づき出力用紙上に画像を印刷する画像形成装置が、互いにネットワークを介して接続さ
れた画像形成システムにおける画像形成方法であって、
　前記画像形成装置において、
　前記端末より、少なくともユーザを特定するためのユーザＩＤ、及び前記ファイルサー
バに保持されている印刷データを特定するための識別子を含むコマンドを受信し、
　前記受信したユーザＩＤと識別子とをそれぞれ対応付けて管理し、
　前記印刷データを取得するために前記ユーザＩＤを入力し、
　前記ファイルサーバに保持されている印刷データの中から、前記入力されたユーザＩＤ
に対応付けて管理されている識別子に基づいて選択された前記印刷データを、前記ファイ
ルサーバから取り込み、
　前記取り込んだ印刷データに基づき出力用紙上に画像を印刷することを特徴とする画像
形成方法。
【請求項１０】
　前記端末は、印刷データを、前記ファイルサーバ又は前記画像形成装置に選択的に出力
することを特徴とする請求項９に記載の画像形成方法。
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【請求項１１】
　前記端末は、前記画像形成装置に対し、印刷データに基づく印刷を即時に行わせるか前
記画像形成装置からの操作入力後に行わせるか選択することを特徴とする請求項９又は１
０に記載の画像形成方法。
【請求項１２】
　前記端末は、前記端末において作成された印刷データを前記ファイルサーバに送信する
とともに、当該ファイルサーバに送信した印刷データを特定するための識別子を含む、前
記コマンドを前記画像形成装置に送信することを特徴とする請求項９乃至１１のいずれか
に記載の画像形成方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＬＡＮ等のネットワークに接続される画像形成装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、画像形成装置においては機能の複合化が進み、複写機能、プリンタ機能、ファク
シミリ機能等が１台の装置で実現されており、その上、このような画像形成装置はネット
ワークに接続されることもあり、ネットワーク上のパソコン、ワークステーション用のプ
リンタ、スキャナとして利用されるようになっている。
【０００３】
　ネットワークを介して送られてくる画像データ、電話回線を介して送られるファクシミ
リ画像データは、前記画像形成装置のファイルに一旦格納された後、複写動作の合間を縫
って画像形成されて排出される。
【０００４】
　また、例えばプリンタ装置に外部インタフェイスを介してコンピュータを接続し、コン
ピュータで作成した文書データ等を入力し、記録紙に可視画像としてプリントアウトする
ものが知られている。この場合、コンピュータ側ではプリント指示を行うと共に、画像デ
ータをプリンタ装置に送り、プリント指示を受けたプリンタ装置はこの送られてきた画像
データに基づく画像を順次記録紙に記録出力するものである。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述のような画像形成装置を中心としたシステムでは、次のような問題
点があった。
【０００６】
　すなわち、ネットワーク上の端末から画像形成装置に対して、例えばコンピュータから
プリンタ機能を有する複写機に対して画像データを転送したときに、第３者が複写作業を
行っている場合は、その作業が優先されるため、一連の複写作業が終了するまで出力され
ない。このため、画像形成装置に複写作業を待つ列ができている場合や、大量の複写を行
っている場合等は、転送した画像データが何時出力されるのかがわからないという問題点
があった。
【０００７】
　また、複合機能を有する画像形成装置の出力用排紙トレイが単一である場合、その排出
トレイには、各種の出力紙が時を選ばず出力され、機能別の仕分け、シート束間の仕分け
がなされないまま出力紙が放置されることがあった。トレイが単一でなく、プリント機能
やＦＡＸ機能、コピー機能など画像形成装置の各機能に対応する排出トレイが設けられて
いたとしても、ある機能の排紙トレイに着目してみれば、別々に出力されたシート束とシ
ート束を仕切る手段はなく画像形成装置からの出力紙は、ただ漫然と排紙トレイに積み重
ねられているのみであり、どれが所望のシート束であるか判別できなかった。
【０００８】
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　従って、シート束を取り出す際は、一度に全部のシート束を取り出して、その中から所
望の束を探し出し、残りの束は元の排紙トレイに戻すという作業を余儀なくされた。この
ような状況下では、出力されたドキュメントの一部、または、全部を紛失してしまうとい
う不測の事態が発生することもあった。
【０００９】
　さらにまた、前記プリンタ装置に外部インタフェイスを介してコンピュータを接続する
場合、機密文書を出力させようとした際に、コンピュータとプリンタ装置とが離れた位置
に設置されていた場合等には、使用者が出力させた用紙をプリンタ装置のところまで取り
に行くまでの間に、他人に見られてしまう可能性があり、機密保持上の問題点があった。
【００１０】
　本発明は、このような状況のもとでなされたもので、画像形成装置からの印刷データを
特定するための情報の入力により印刷を開始させることができ、しかも、印刷データは画
像形成装置に記憶されたもの、或いはネットワークを介して接続されたファイルサーバに
記憶されたものを選択することが可能となる画像形成装置を提供することを課題とするも
のである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題を解決するため、本発明では、画像形成装置を次の（１）のとおりに、画像形
成装置の制御方法を次の（２）のとおりに、画像形成方法を次の（３）のとおりに構成す
る。
　（１）印刷データを生成する端末とネットワークを介して接続された画像形成装置であ
って、
　前記端末より、少なくともユーザを特定するためのユーザＩＤ、及び前記端末において
生成された印刷データを特定するための識別子を含む、情報を受信する受信手段と、
　前記受信手段が受信した前記ユーザＩＤと前記識別子とをそれぞれ対応付けて管理する
管理手段と、
　前記印刷データを取得するために、前記ユーザＩＤを入力する入力手段と、
　前記ネットワーク上の端末に格納されている印刷データの中から、前記入力手段から入
力されたユーザＩＤに対応付けて管理されている識別子に基づいて選択された前記印刷デ
ータを、前記ネットワークを介して取得する取得手段と、
　前記取得手段が取得した印刷データに基づき出力用紙上に画像を印刷する印刷手段とを
有する画像形成装置。
　（２）印刷データを生成する端末とネットワークを介して接続された画像形成装置の制
御方法であって、
　前記端末より、少なくともユーザを特定するためのユーザＩＤ、及び前記端末において
生成された印刷データを特定するための識別子を含む、情報を受信する受信工程と、
　前記受信工程で受信した前記ユーザＩＤと前記識別子とを対応付けて管理する管理工程
と、
　前記印刷データを取得するために、前記ユーザＩＤを入力する入力工程と、
　前記ネットワーク上の端末に格納されている印刷データの中から、前記入力工程で入力
されたユーザＩＤに対応付けて管理された識別子に基づいて選択された前記印刷データを
、前記ネットワークを介して取得する取得工程と、
　前記取得工程で取得した印刷データに基づき出力用紙上に画像を印刷する印刷工程と、
　を有する画像形成装置の制御方法。
　（３）印刷データを生成する端末、印刷データを保持するファイルサーバ、及び印刷デ
ータに基づき出力用紙上に画像を印刷する画像形成装置が、互いにネットワークを介して
接続された画像形成システムにおける画像形成方法であって、
　前記画像形成装置において、
　前記端末より、少なくともユーザを特定するためのユーザＩＤ、及び前記ファイルサー
バに保持されている印刷データを特定するための識別子を含むコマンドを受信し、
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　前記受信したユーザＩＤと識別子とをそれぞれ対応付けて管理し、
　前記印刷データを取得するために前記ユーザＩＤを入力し、
　前記ファイルサーバに保持されている印刷データの中から、前記入力されたユーザＩＤ
に対応付けて管理されている識別子に基づいて選択された前記印刷データを、前記ファイ
ルサーバから取り込み、
　前記取り込んだ印刷データに基づき出力用紙上に画像を印刷する画像形成方法。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明によれば、画像形成装置がネットワークを介して、少なくともユーザを特定する
ためのユーザＩＤ、及びネットワーク上の端末で生成された印刷データを特定するための
識別子を受信するとともに、当該ユーザＩＤ及び識別子をそれぞれ対応づけて管理してお
き、画像形成装置においてユーザＩＤが入力された場合に、ネットワーク上の端末に格納
されている印刷データの中から、前記入力されたユーザＩＤに対応付けて管理された識別
子に基づいて選択された印刷データを、ネットワークを介して取得して出力することがで
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下本発明を実施するための最良の形態を、実施例により詳しく説明する。
【実施例１】
【００２３】
　図１に、本発明の画像形成システムの一実施形態例に係る電子写真方式の画像形成装置
の構成ブロック図、図２に、図１この画像形成装置の構成縦断側面図を示す。図１及び図
２に示すように、本実施例の画像形成装置は、画像入力装置（以下、リーダ部と記す）１
、画像出力部（以下、プリンタ部と記す）２、画像入出力制御部（外部装置）３、循環式
自動原稿搬送装置４、用紙（シート）後処理装置５を主要構成要素としており、リーダ部
１とプリンタ部２とにより、本体部が構成されている。
【００２４】
　（本体（リーダ部１とプリンタ部２）構成説明）
　図１及び図２におけるリーダ部１は、原稿を画像データに変換するもので、原稿載置台
（プラテンガラス）１０１、ランプ１０２とミラー１０３とを有するスキャナユニット１
０４、ミラー１０５、ミラー１０６、レンズ１０７、ＣＣＤ等の光電変換素子を有するイ
メージ・センサ部（以下、ＣＣＤと記す）１０８等を有している。
【００２５】
　プリンタ部２は、プリント命令により画像データをシート上に可視像として出力する画
像形成手段であり、露光制御部２０１、感光体（ドラム）２０２、現像器２０３、複数種
類の記録紙（以下、シートと記す）の各カセット２０４、２０５、転写部２０６、定着部
２０７、排紙部２０８、搬送方向切り替え部材２０９、再給紙用シート積載部２１０及び
搬送ローラ２１１を有している。
【００２６】
　（本体（リーダ部１とプリンタ部２）動作説明）
　図１、２を参照しながらリーダ部１、プリンタ部２の構成及び動作について説明する：
　まず、リーダ部１においては、循環式自動原稿送り装置４上に積載された原稿は、１枚
づつ順次プラテンガラス面１０１上に搬送される（循環式自動原稿送り装置４の構成及び
動作説明は後述する）。原稿が、ガラス面１０１の所定位置へ搬送されると、スキャナ部
のランプ１０２が点灯し、かつスキャナユニット１０４が移動して原稿を照射する。原稿
の反射光は、各ミラー１０３、１０５、１０６、レンズ１０７を介してＣＣＤイメージ・
センサ部１０８に入力される。そして、ＣＣＤ１０８に照射された原稿の反射光は、ここ
で光電変換等の電気的処理が行われ、通常のデジタル処理が施される。この後、これらの
信号はプリンタ部２に入力される。
【００２７】
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　次にプリンタ部２においては、プリンタ部２に入力された画像信号が、レーザドライバ
２１２により発光されたレーザ発光部の露光制御部２０１にて変調された光信号に変換さ
れて感光体ドラム２０２を照射する。照射光によって感光体ドラム２０２上に作られた潜
像は、現像器２０３によって現像される。上記現像像の先端とタイミングを併せてシート
カセット２０４もしくは２０５よりシートが搬送され、転写部２０６において、上記現像
された像がシートに転写される。転写された像は定着部２０７にてシートに定着された後
、排紙部２０８より装置外部に排出される。そして、排紙部２０８から出力されたシート
は、シート後処理装置５（シート後処理装置５の構成及び動作は後述する）で、予め指定
された動作モードに応じて、仕分け、綴じ等が行われる。
【００２８】
　続いて、順次読み込む画像を１枚の出力用紙の両面に出力する方法について説明する：
　定着部２０７で定着されたシートを、一度、排紙部２０８まで搬送後、シートの搬送向
きを反転して搬送方向切り替え部材（フラッパ）２０９を介して再給紙用シート積載部２
１０に搬送する。そして、次の原稿が準備されると、上記プロセスと同様にして原稿画像
が読み取られるが、シートについては再給紙用シート積載部２１０より給紙されるので、
結局、同一出力紙の表面、裏面に２枚分の原稿画像を出力することができる。
【００２９】
　（画像入出力制御装置３構成説明）
　図１、２における画像入出力制御装置３は、各種の機能を有するもので、リーダ部１と
ケーブルを介して電気的に接続されている。図１において、画像入出力制御装置３は、フ
ァクシミリ送受信を行うファクシミリ部３０１、このファクシミリ部３０１と接続されて
いるハードディスク３０２、各種の原稿情報を電気信号に変換して光磁気ディスク等の外
部記録装置３０３に保存するファイル部３０４、ネットワークを介してコンピュータと接
続するためのネットワークインタフェイス部３０５、コンピュータからのコード情報をイ
メージ情報に展開することにより、画像情報を可視像とするためのフォーマッタ部３０６
、リーダ部１からの情報を蓄積したり、コンピュータから送られてきた情報を一時的に蓄
積するためのイメージメモリ部３０７、及び上記各機能を制御するコア部３０８等を備え
ている（不図示）。６は、ＬＡＮ等のネットワークで、ネットワークインタフェイス部３
０５と接続されている。
【００３０】
　（画像入出力制御装置３動作説明）
　画像入出力制御装置３からプリンタ部２に入力された画像信号は、上記と同様に、定着
部２０７にてシートに定着された後、このシートは、搬送方向切り替え部材２０９を介し
て再給紙用シート積載部２１０方向に搬送される。そして、このシートが搬送方向切り替
え部材２０９を通り抜けた所で、搬送方向切り替え部材２０９を切り替えると同時に、搬
送ローラ２１１を反転させることにより、このシートが排紙部２０８より装置外部に排出
される。
【００３１】
　（循環式自動原稿送り装置４構成説明）
　図３の構成縦断側面図で詳細に示すように、循環式自動原稿送り装置４には、原稿束を
積載する原稿積載トレイ４０１を有し、この積載トレイ４０１には、原稿給送手段の一方
の部分を構成する給送手段が装備されている。この給送手段は、半月ローラ４０２と、分
離搬送ローラ４０３と、分離モータ（不図示）と、レジストローラ４０４と、全面ベルト
４０５と、ベルト・モータ（不図示）と、搬送大ローラ４０６と、搬送モータ（不図示）
と、排紙ローラ４０７と、フラッパ４０８と、リサイクルレバー４０９と、給紙センサ、
反転センサ、排紙センサ（不図示）等から構成されている。
【００３２】
　（循環式自動原稿送り装置４動作説明）
　前記半月ローラ４０２と分離搬送ローラ４０３とは、前記分離モータにより回転して、
積載トレイ４０１上の原稿束の最下部から１枚ずつ分離するように構成されている。また
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、レジストローラ４０４と全面ベルト４０５とは、ベルト・モータにより回転して分離さ
れた原稿をシートパスａ，ｂを介して原稿台ガラス１０１上の露光位置（シートパスｃ）
まで搬送する。また、搬送大ローラ４０６は、搬送モータにより回転して原稿台ガラス１
０１上の原稿をシートパスｃからシートパスｅに搬送する。このシートパスｅに搬送され
た原稿は、排紙ローラ４０７により原稿を積載トレイ４０１の原稿束の最上部に戻される
。
【００３３】
　また、リサイクルレバー４０９は、原稿の一循環を検知するもので、原稿給送開始時に
リサイクルレバー４０９を原稿束の上部に載せ、原稿が順次給送され、最終原稿の後端が
リサイクルレバー４０９を抜ける時に自重で落下することで原稿の一循環を検知する。
【００３４】
　前記原稿給送手段では、両面原稿時に、原稿を一旦シートパスａ，ｂからｃに導き、次
いで搬送大ローラ４０６を回転し、フラッパ４０８を切り替えることで原稿の先端をシー
トパスｄに導き、次いでレジストローラ４０４によりシートパスｂを通し、この後全面ベ
ルト４０５で原稿を原稿台ガラス１０１上に搬送して停止することで原稿を反転させてい
る。すなわち、原稿をシートパスｃ～ｄ～ｂの経路で反転させている。なお、原稿束の原
稿を１枚づつシートパスａ～ｂ～ｃ～ｄ～ｅを通して、リサイクルレバー４０９により一
循環したことが検知されるまで搬送することによって、原稿の枚数をカウントすることが
できる。
【００３５】
　（シート後処理装置５の構成・動作説明）
　シート後処理装置５は、図４にその構成縦断側面図、図５に構成斜視図をそれぞれ示す
ように、機体５０１、ビンユニット（排出手段）５０２及びステイプラ（綴じ手段）５１
０から成り、この機体５０１は、搬入口５０３に近傍して搬入ローラ対５０４を備えてい
る。搬入ローラ対５０４の下流には、搬送パス５０５あるいは５０６へシート搬送方向を
切り替えるフラッパ５０７が配設されている。そして、一方の搬送パス５０６はほぼ水平
方向に延びて、その下流に搬送ローラ対５０８が配設されており、また他方の搬送パス５
０６は下方向に延びて、その下流に搬送ローラ対５０９が配設されており、さらにこのロ
ーラ対５０９の近傍位置にステイプラ５１０が配設されている。
【００３６】
　搬入ローラ対５０４と搬送ローラ対５０８、５０９は搬送モータ（不図示）により駆動
されている。上記搬送パス５０５には、シートの通過を検出するノンソートパスセンサ５
１１が、そして搬送パス５０６にはソートパスセンサ５１２が配設されている。
【００３７】
　ビンユニット５０２は、多数のビンＢ（Ｂ１～Ｂｎ）を備えており、搬送ローラ対５０
８及び５０９の下流側に配置されている。このビンユニット５０２のフックに一端を係合
し、他端を機体５０１に固定したばねで重量を保持することにより、ビンユニット５０２
は、昇降自在に支持されている。ビンユニット５０２の基端側の上下部には、各ガイドロ
ーラ５１３、５１４が回動自在に支持されており、これらのガイドローラ５１３、５１４
は、各前記機体５０１に上下方向に延びるように設けられた案内溝５１５内を転動して前
記ビンユニット５０２を案内するように構成されている。
【００３８】
　また、機体５０１には、シフトモータ５１６が配設されている。機体５０１に枢支され
た回転軸５１７には、リードカム５１８が固定されている。前記シフトモータ５１６の出
力軸には、チェーン５１９が張設されており、これによってシフトモータ５１６の回転は
チェーン５１９を介して回転軸５１７へ伝達されるようになっている。
【００３９】
　さらに、前記ビンユニット５０２は、傾斜部及び垂直部から成る底部フレーム５２０と
、この底部フレーム５２０の先端手前側と奥側とに垂直に設けられた対をなすフレーム５
２１、フレーム５２１によって支持されたカバー５２２により構成されるユニット本体５
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２３を有している。このユニット本体５２３の手前側には、シートに当接して整合するこ
とが可能な基準板が設けられている。底部フレーム５２０の基端奥側には、第１整合モー
タ（不図示）により回動する第１下アームが回動自在に支持されている。さらにカバー５
２２の前記第１下アームと対向する位置に第１上アームが、前記第１下アームの支持軸と
同軸を介して回動自在に支持されている。前記第１上アームの先端と前記第１下アームの
先端には、第１整合棒５２４が架設されている。この整合棒５２４は第１整合モータによ
り回動するように構成されており、ビンＢ上のシートＳを手前側に整合するようになって
いる。
【００４０】
　また同様に、上記底部フレーム５２０の基端手前側に、第２整合モータ（不図示）によ
り回動する第２下アームが回動自在に支持されている。カバー５２２の前記第２下アーム
と対向する位置に第２上アームが、前記第２下アームの支持軸と同軸を介して回動自在に
指示されている。前記第２下アームの先端と前記第２上アームの先端とには、整合棒５２
５が架設されており、この整合棒５２５は、第２整合モータにより回動するように構成さ
れておりビンＢ上のシートＳを奥側に整合するようになっている。
【００４１】
　第１及び第２整合モータは、ステッピングモータであって、第１及び第２整合棒５２４
、５２５の位置は、各ステッピングモータに与えるパルス数で正確に制御できる。また、
第１及び第２整合棒５２４、５２５の位置は、整合棒ホームセンサにより検知される。第
１及び第２整合棒５２４、５２５の位置は、前記整合棒ホームセンサと、前記第１及び第
２整合モータに与えられるパルス数で制御できる。
【００４２】
　前記ビンＢは、先端手前及び奥にそれぞれ係合板が形成されており、この係合板が、フ
レーム５２１の内側に設けられた支持板と係合することにより、ビンＢは先端側を支持さ
れるようになっている。さらにビンＢには、前記第１上、下アームの支持軸から所定距離
離れた位置に第１整合棒５２４の回転距離より長くかつ第１整合棒５２４の幅よりも十分
幅広な長孔５２６（図５）と、前記第２上、下アームの支持軸から所定距離離れた位置に
第２整合棒５２５の回転距離より長く、かつ第２整合棒５２５の幅よりも十分幅広な長孔
５２７（図５）が開設されている。ビンＢの基端部Ｂａは、シート収納面Ｂｂに対して垂
直に立ち上がっている。ビンＢは、機体５０１に対して先端を上に所定角度傾斜しており
、この傾斜によりシートは、シート収納面Ｂｂを滑って後端を基端部Ｂａに当接して前後
方向を整合されるようになっている。
【００４３】
　また、ビンＢには、ステイプラ５１０の進入する部分に切欠きが設けられており、ステ
イプラ５１０と干渉しないようになっている。そして、ビンＢ１、Ｂ２……Ｂｎの長孔５
２６には、第１整合棒５２４が嵌挿されており、この第１整合棒５２４は、長孔５２６内
を回動して、ビンＢ上のシートを手前側に整合するよう構成されている。同様に、ビンＢ

１、Ｂ２……の長孔５２７には前記整合棒５２５が嵌挿されており、この整合棒５２５は
、長孔５２７内を回動して、ビンＢ上のシートを奥側に整合するよう構成されている。
【００４４】
　また、前記リードカム５１８は、ビンＢの一部分と係合しており、リードカム５１８の
回転により、ビンユニット５０２は、案内溝５１５に沿って昇降するように構成されてい
る。なお、リードカム５１８の１回転は、リードカム５２９の近傍に配設されたリードカ
ムセンサ５２８によって検出される。また、ビンユニット５０２の位置はビンホームポジ
ションセンサ５２９によって検出される。ビンＢ上のシートの存在は、ソートトレイ紙有
無検知センサ（シート後処理位置選択手段）５３０によって検出できる。
【００４５】
　下部排紙ローラ対５０９の近傍には、ビンＢに収納したシートを綴じ止め（ステイプル
）処理する電動ステイプラ５１０がシートの搬入方向に直交する位置に駆動手段により進
退可能に配設されており、通常ビンＢの上下動の際に干渉しないように、第１位置イに退
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避しており、ビンＢ上のシートの束を綴じ止めする際に、前記駆動手段により第２位置ロ
にされて、シートの束を綴じ処理する。綴じ処理終了後、この電動ステイプラ５１０は、
前記駆動手段により第１位置イに復帰移動する。
【００４６】
　また、電動ステイプラ５１０は、不図示のモータの回転によりステイプル動作を行い、
複数のビンＢ１～Ｂｎのシートを綴じ止めする時に、１つのビンＢのシートのステイプル
動作終了後に、ビンユニット５０２が所定のビン位置に移動して、ビンＢに収納したシー
トを綴じ止めするようになっている。また、前記駆動手段は図４に示された矢印Ｒ方向及
び図５に示された矢印Ｙ方向にステイプラ５１０を摺動移動、回転させることができる。
【００４７】
　ただし、シートが反転して排出された場合は、ステイプラ５１０は、前記駆動手段によ
り上下反転され、また、後述する画像回転回路１４５（図８）で出力画像が回転された場
合は、不図示のステイプラ位置検出手段の検出結果に応じて、前記駆動手段により、図５
に示された矢印Ｙ方向にスライドされた後、上記同様にステイプル動作を行う。
【００４８】
　なお、図５において、５３１はマニュアルステイプルキーであって、ソート終了後にマ
ニュアルステイプルキー５３１を押下された場合はステイプル動作を行う。また、第１整
合棒５２４の回動動作により、ビン上のシート束の位置を手前に押し出すことが可能なよ
うになっている。
【００４９】
　（操作部、表示部６００の構成説明）
　図６は、本体（リーダ部１とプリンタ部２）に設けた操作部１１５（後述図１４）に含
まれる操作・表示パネルの配置構成を示す正面図である。同図に示すように、この操作・
表示パネル６００の操作面には、後述する各種のキーと、液晶表示器等からなる表示部６
０１とが設けられている。表示部６０１は、本装置の状態、コピー枚数、倍率、シート選
択及び各種の操作に関する情報を表示するものである。この表示部はタッチパネル方式で
あり、各キーを押すことにより各種のモードを表示、選択可能となる。
【００５０】
　６０２は複写開始キー（コピースタートキー）であり、複写を開始する時に押す。６０
３はクリア／ストップキーであり、待機（スタンバイ）中に押すとクリアキーの機能を有
し、複写記録中はストップキーの機能を有する。このクリアキー／ストップキー６０３は
、設定した複写枚数を解除する時に押す。６０４はテンキーであり、複写枚数を設定する
時に押す。６０５は複写濃度キーであり、複写濃度を手動で調節する時に押す。６０６は
ＡＥキーであり、原稿の濃度に応じて、複写濃度を自動的に調節する時に、またはＡＥ（
自動濃度調節）を解除して濃度調節をマニュアル（手動）に切り替える時に押す。
【００５１】
　６０７はカセット選択キーであり、図２に示す複数種類のシートカセット２０４、２０
５等を選択する時に押す。また、原稿搬送装置４に原稿が載置されている時には、カセッ
ト選択キー６０７によりＡＰＳ（自動用紙選択）が選択できる。ＡＰＳが選択された時に
は、出力すべき画像の大きさに応じた大きさの転写紙のカセットが自動選択される。
【００５２】
　６０８は等倍キーであり、原稿の画像サイズと等倍（原寸）の複写をとる時に押す。６
０９はズームキーであり、６４～１４２％の間で任意の倍率を指定する時に押す。６１０
及び６１１は定形変倍キーであり、定形サイズの縮小・拡大を指定する時に押す。
【００５３】
　また、６１２は、シート後処理装置５の動作モードを選択するキーであり、排紙方法（
ステイプル、ソート、グループ）、記録後の用紙をステイプルで綴じることのできるステ
イプラ５１０がシート後処理装置５（図１）に接続されている場合は、ステイプルモード
／ソートモード、記録済用紙の折り（断面Ｚ形／断面Ｖ形）、の選択及び解除ができる。
【００５４】
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　さらに、６１３、６１４及び６１５は、各種の処理を設定するキーであり、例えば、両
面モード、綴じ代設定、写真モード、多重処理、ページ連写、２ｉｎ１モード等である。
６１６は動作モードを選択するキー、６１７は、ＩＤカードに記録されている読取りカー
ドリーダである。また、６２０はＩＤ入力キーであり、ＩＤ入力キー６２０を押下するこ
とで、操作部１１５はＩＤ入力待ちモードになる。ＩＤ入力待ち状態でテンキー６０４か
らＩＤコードを入力し、入力が終了したらＩＤ入力キー６２０を再び押下することでＩＤ
コードを確定する。
【００５５】
　（ネットワークの説明）
　図７は、本実施例形態における画像形成システムのネットワークの構成を示す図である
。画像形成装置は、前記図１で示したように、原稿の画像を読み取るためのリーダ部１、
入力された画像データを出力するためのプリンタ部２、ネットワーク制御機能を持つ画像
入出力制御（外部）装置３、原稿を自動給紙してリーダ部１に読み込ませるための原稿搬
送装置（フィーダ）４、プリンタ部２から排紙された用紙を複数あるビンの内の１つに格
納するための用紙後処理装置（ソータ）５から構成されている。
【００５６】
　ＬＡＮ６は複数の情報機器を接続し、任意の機器間でデータ交換を可能にするネットワ
ークである。ワークステーション７、パソコン８は、ドキュメントの作成、修正、表示を
行うもので、外部とのデータ交換のためにＬＡＮ６に接続されている。ファイルサーバ９
はＬＡＮ６を経由して、画像入出力制御装置３、ワークステーション７、パソコン８など
からアクセス可能な大容量記憶装置である。電話回線１０は、画像入出力制御装置３に接
続され、ＦＡＸのデータ送受信に使われる。また、リーダ部１、プリンタ部２、またはＬ
ＡＮ６に接続された任意の機器が、遠隔地のネットワークにアクセスするためのものであ
る。
【００５７】
　（コア部３０８の構成・動作説明）
　図８は、図１及び図２における画像入出力制御装置３のコア部３０８（図１）の詳細構
成を示すブロック図であり、コア部３０８のコネクタ１３１は、リーダ部１のコネクタと
ケーブルで接続される。コネクタ１３１には、４種類の信号が内蔵されており、その第１
の信号ライン１８７の信号は、８ビット多値のビデオ信号である。第２の信号ライン１８
５の信号は、ビデオ信号を制御する制御信号、第３の信号ライン１８１の信号は、リーダ
部１内のＣＰＵと通信を行う。第４の信号ライン１８２の信号は、リーダ部１内のＳＵＢ
・ＣＰＵと通信を行う信号である。信号１８１と信号１８２とは、通信用ＩＣ１３２で通
信プロトコル処理された後、ＣＰＵバス１８３を介してＣＰＵ１３３に通信情報を伝達す
る。
【００５８】
　信号１８７は、双方向のビデオ信号ラインであり、リーダ部１からの情報をコア部３０
８で受け取ることや、コア部３０８からの情報をリーダ部１に出力することが可能である
。信号１８７は、バッファ１４０に接続され、ここで双方向信号から片方向の信号１８８
と１７０とに分離される。信号１８８は、リーダ部１からの８ビット多値のビデオ信号で
あり次段のＬＵＴ１４１に入力される。
【００５９】
　このＬＵＴ１４１では、リーダ部１からの画像情報を、ルックアップテーブルにより所
望する値に変換する。ＬＵＴ１４１からの出力信号１８９は、２値化回路１４２及びセレ
クタ１４３に入力される。２値化回路１４２には、信号ライン１８９に出力された多値の
信号を固定のスライスレベルで２値化する単純２値化機能、スライスレベルが注目画素の
回りの画素の値から変動する変動スライスレベルによる２値化機能、及び誤差拡散法によ
る２値化機能を有する。
【００６０】
　２値化された情報は０の時ＯＯＨ、１のときＦＦＨの多値信号に変換され、次段のセレ
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クタ１４３に入力される。セレクタ１４３は、ＬＵＴ１４１からの信号か、または２値化
回路１４２の出力信号かを選択する。セレクタ１４３は、ＬＵＴ１４１からの信号か、ま
たは２値化回路１４２の出力信号かを選択する。セレクタ１４３からの出力信号１９０は
、セレクタ１４４に入力される。セレクタ１４４は、ファクシミリ部３０１、ファイル部
３０４、ネットワークインタフェイス部３０５、フォーマッタ部３０６、イメージメモリ
部３０７からの出力ビデオ信号をそれぞれコネクタ１３５、１３６、１３７、１３８、１
３９を介してコア部３０８に入力した信号１９４と、セレクタ１４３の出力信号１９０と
をＣＰＵ１３３の指示により選択する。
【００６１】
　セレクタ１４４の出力信号１９１は、回転角度１４５、またはセレクタ１４６に入力さ
れる。回転回路１４５は、入力した画像信号を＋９０度、－９０度、＋１８０度に回転す
る機能を有する。回転回路１４５は、リーダ部１から出力された情報を２値化回路１４２
で２値信号に変換された後、回転回路１４５にリーダ部１からの情報として記憶する。次
にＣＰＵ１３３からの指示により回転回路１４５は、記憶した情報を回転して読み出す。
【００６２】
　セレクタ１４６は、回転回路１４５の出力信号１９２と、回転回路１４５の入力信号１
９１のいずれかを選択し、信号１９３として、ファクシミリ部３０１とのコネクタ１３５
、ファイル部３０４とのコネクタ１３６、ネットワークインタフェイス部３０５とのコネ
クタ１３７、フォーマッタ部３０６とのコネクタ１３８、イメージメモリ部３０７とのコ
ネクタ１３９とセレクタ１４７に出力する。
【００６３】
　信号１９３は、コア部３０８からファクシミリ部３０１、ファイル部３０４、ネットワ
ークインタフェイス部３０５、フォーマッタ部３０６、イメージメモリ部３０７へ画像情
報の転送を行う同期式８ビットの片方向ビデオバスである。信号１９４は、ファクシミリ
部３０１、ファイル部３０４、ネットワークインタフェイス部３０５、フォーマッタ部３
０６、イメージメモリ部３０７から画像情報の転送を行う同期式８ビットの片方向ビデオ
バスである。上記の信号１９３と信号１９４の同期式バスの制御を行っているのがビデオ
制御回路１３４であり、ビデオ制御回路１３４からの出力信号１８６によって制御を行う
。
【００６４】
　コネクタ１３５～コネクタ１３９には他に信号１８４がそれぞれ接続される。信号１８
４は、双方向の１６ビットＣＰＵバスであり、非同期式によるデータ・コマンドのやり取
りを行う。ファクシミリ部３０１、ファイル部３０４、ネットワークインタフェイス部３
０５、フォーマッタ部３０６、イメージメモリ部３０７とコア部３０８との情報の転送に
は、上記の２つのビデオバス１９３、１９４とＣＰＵバス１８４によって可能である。
【００６５】
　ファクシミリ部３０１、ファイル部３０４、ネットワークインタフェイス部３０５、フ
ォーマッタ部３０６、イメージメモリ部３０７からの信号１９４は、セレクタ１４４とセ
レクタ１４７に入力される。セレクタ１４４は、ＣＰＵ１３３の指示により信号１９４を
次段の回転回路１４５に入力する。
【００６６】
　また、セレクタ１４７は、信号１９３と信号１９４とをＣＰＵ１３３の指示により選択
する。セレクタ１４７の出力信号１９５は、パターンマッチング１４８とセレクタ１４９
とに入力される。パターンマッチング１４８は、入力信号１９５を予め決められたパター
ンとパターンマッチングを行い、パターンが一致した場合、予め決められた多値の信号を
信号ライン１９６に出力する。パターンマッチングで一致しなかった場合は、入力信号１
９５を信号１９６に出力する。
【００６７】
　セレクタ１４９は、信号１９５と信号１９６とをＣＰＵ１３３の指示により選択する。
セレクタ１４９の出力信号１９７は、次段のＬＵＴ１５０に入力される。ＬＵＴ１５０は
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、プリンタ部２に画像情報を出力する際にプリンタの特性に合わせて入力信号１９７を変
換する。セレクタ１５１は、ＬＵＴ１５０の出力信号１９８と信号１９５とをＣＰＵ１３
３の指示により選択する。
【００６８】
　このセレクタ１５１の出力信号は、次段の拡大回路１５２に入力される。拡大回路１５
２は、ＣＰＵ１３３からの指示によりＸ方向、Ｙ方向独立に拡大倍率を設定することが可
能である。拡大方法は、１次の線形補間方法である。拡大回路１５２の出力信号１７０は
、バッファ１４０に入力される。
【００６９】
　バッファ１４０に入力された信号１７０は、ＣＰＵ１３３の指示により双方向信号１８
７となり、コネクタ１３１を介しプリンタ部２に送られプリントアウトされる。
【００７０】
　以下、コア部３０８と各部との信号の流れを説明する：
　（１）ファクシミリ部３０１の情報によるコア部３０８の動作
　ファクシミリ部３０１に情報を出力する場合について説明する。ＣＰＵ１３３は、通信
ＩＣ１３２を介して、リーダ部１のＣＰＵと通信を行い、原稿走査命令を出す。リーダ部
１は、この命令により原稿をスキャナユニット１０４が走査することにより、画像情報を
コネクタに出力する。リーダ部１と画像入出力制御装置３とは、ケーブルで接続されてお
り、リーダ部１からの情報は、コア部３０８のコネクタ１３１に入力される。また、コネ
クタ１３１に入力された画像情報は、多値８ｂｉｔの信号ライン１８７を通ってバッファ
１４０に入力される。バッファ回路１４０はＣＰＵの指示により双方向信号１８７を片方
向信号として信号ライン１８８を介してＬＵＴ１４１に入力する。
【００７１】
　ＬＵＴ１４１では、リーダ部１からの画像情報をルックアップテーブルを用いて所望す
る値に変換する。例えば、原稿の下地を飛ばすことなどが可能である。ＬＵＴ１４１の出
力信号１８９は、次段の２値化回路１４２に入力される。２値化回路１４２は、８ｂｉｔ
多値信号１８９を２値化信号に変換する。２値化回路１４２は、２値化された信号が０の
場合ＯＯＨ、１の場合ＦＦＨと２つの多値の信号に変換する。２値化回路１４２の出力信
号は、セレクタ１４３、セレクタ１４４を介し回転回路１４５または、セレクタ１４６に
入力される。回転回路１４５の出力信号１９２もセレクタ１４６に入力され、セレクタ１
４６は、信号１９１か、信号１９２のいずれかを選択する。信号の選択は、ＣＰＵ１３３
が、ＣＰＵバス１８４を介してファクシミリ部３０１と通信を行うことにより決定する。
セレクタ１４６からの出力信号１９３は、コネクタ１３５を介してファクシミリ部３０１
に送られる。
【００７２】
　次に、ファクシミリ部３０１からの情報を受け取る場合について説明する：
　ファクシミリ部３０１からの画像情報は、コネクタ１３５を介して信号ライン１９４に
伝送される。信号１９４は、セレクタ１４４とセレクタ１４７に入力される。ＣＰＵ１３
３の指示によりプリンタ部２にファクシミリ受信時の画像を回転して出力する場合には、
セレクタ１４４に入力した信号１９４を回転回路１４５で回転処理する。回転回路１４５
からの出力信号１９２はセレクタ１４６、セレクタ１４７を介してパターンマッチング１
４８に入力される。
【００７３】
　ＣＰＵ１３３の指示によりファクシミリ受信時の画像をそのままプリンタ２に出力する
場合には、セレクタ１４７に入力した信号１９４をパターンマッチング１４８に入力する
。パターンマッチング１４８は、ファクシミリ受信した際の画像のガタガタを滑らかにす
る機能を有する。パターンマッチングされた信号は、セレクタ１４９を介してＬＵＴ１５
０に入力される。ＬＵＴ１５０は、ファクシミリ受信した画像をプリンタ部２に所望する
濃度で出力するために、ＬＵＴ１５０のテーブルはＣＰＵ１３３で変更可能となっている
。ＬＵＴ１５０の出力信号１９８は、セレクタ１５１を介して拡大回路１５２に入力され
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る。拡大回路１５２は、２つの値（ＯＯＨ、ＦＦＨ）を有する８ｂｉｔ多値を、１次の線
形補間法により拡大処理を行う。拡大回路１５２からの多くの値を有する８ｂｉｔ多値信
号は、バッファ１４０とコネクタ１３１とを介してリーダ部１に送られる。リーダ部１は
、この信号をコネクタを介して外部Ｉ／Ｆ切り替え回路に入力する。外部Ｉ／Ｆ切り替え
回路は、ファクシミリ部からの信号をＹ信号生成・色検出回路に入力する。Ｙ信号生成・
色検出回路からの出力信号は、前記したような処理をされた後、プリンタ部２に出力され
出力用紙上に画像形成が行われる。
【００７４】
　（２）ファイル部３０４の情報によるコア部３０８の動作
　ファイル部３０４に情報を出力する場合について説明する：
　図８において、ＣＰＵ１３３は、通信ＩＣ１３２を介して、リーダ部１のＣＰＵと通信
を行い、原稿スキャン命令を出す。リーダ部１は、この命令により原稿をスキャナユニッ
ト１０４が走査することにより、画像情報をコネクタに出力する。リーダ部１と画像入出
力制御装置３は、ケーブルで接続されておりリーダ部１からの情報は、コア部３０８のコ
ネクタ１３１に入力される。コネクタ１３１に入力された画像情報は、バッファ１４０に
よって片方向の信号１８８となる。多値８ｂｉｔの信号である信号１８８はＬＵＴ１４１
によって所望する信号に変換される。ＬＵＴ１４１の出力信号１８９は、セレクタ１４３
、セレクタ１４４、セレクタ１４６を介してコネクタ１３６に入力される。
【００７５】
　即ち、２値化回路１４２及び回転回路１４５の機能を用いずに８ｂｉｔ多値のままファ
イル部３０４に転送する。ＣＰＵ１３３のＣＰＵバス１８４を介してファイル部３０４と
の通信により２値化信号のファイリングを行う場合には、２値化回路１４２、回転回路１
４５の機能を使用する。２値化処理及び回転処理は、上記したファクシミリの場合と同様
なため説明を省略する。
【００７６】
　次に、ファイル部３０４からの情報を受け取る場合について説明する：
　ファイル部３０４からの画像情報はコネクタ１３６を介し、信号１９４としてセレクタ
１４４かセレクタ１４７かに入力される。８ｂｉｔ多値のファイリングの場合は、セレク
タ１４７へ、２値のファイリングの場合には、セレクタ１４４または１４７に入力するこ
とが可能である。２値のファイリングの場合は、ファクシミリと同様な処理のため説明を
省略する。
【００７７】
　多値のファイリングの場合、セレクタ１４７からの出力信号１９５をセレクタ１４９を
介してＬＵＴ１５０に入力する。ＬＵＴ１５０では、所望するプリント濃度に合わせてＣ
ＰＵ１３３の指示によりルックアップテーブルを作成する。ＬＵＴ１５０からの出力信号
１９８は、セレクタ１５１を介して拡大回路１５２に入力される。拡大回路１５２によっ
て所望する拡大率に拡大した８ｂｉｔ多値信号１７０は、バッファ１４０、コネクタ１３
１を介してリーダ部１に送られる。リーダ部１に送られたファイル部３０４の情報は、上
記したファクシミリと同様に、プリンタ部２に出力され出力用紙上に画像形成が行われる
。
【００７８】
　（３）ネットワークインタフェイス部３０５の情報によるコア部３０８の動作
　ネットワークインタフェイス部３０５は、画像入出力制御装置３に接続されるコンピュ
ータとのインタフェイスを行う。ネットワークインタフェイス部３０５は、ＳＣＳＩ，Ｒ
Ｓ２３２Ｃ，セントロニクス系との通信を行う複数のインタフェイスを備えている。ネッ
トワークインタフェイス部３０５は、上記の３種類のインタフェイスを有し、各インタフ
ェイスからの情報は、コネクタ１３７とデータバス１８４を介しＣＰＵ１３３に送られる
。ＣＰＵ１３３は、送られてきた内容から各種の制御を行う。
【００７９】
　（４）フォーマッタ部３０６の情報によるコア部３０８の動作
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　フォーマッタ部３０６は、上に述べたネットワークインタフェイス部３０５から送られ
てきた文書ファイルなどのコマンドデータをイメージデータに展開する機能を有する。Ｃ
ＰＵ１３３は、ネットワークインタフェイス部３０５からデータバス１８４を介して送ら
れてきたデータが、フォーマッタ部３０６に関するデータであると判断すると、コネクタ
１３８を介しデータをフォーマッタ部３０６に転送する。フォーマッタ部３０６は、転送
されたデータから文字や図形などのように、意味のある画像としてメモリに展開する。
【００８０】
　次にフォーマッタ部３０６からの情報を受け取り出力用紙上に画像形成を行う手順につ
いて説明する。フォーマッタ部３０６からの画像情報はコネクタ１３８を介して、信号ラ
イン１９４に２つの値（ＯＯＨ，ＦＦＨ）を有する多値信号として伝送される。信号１９
４は、セレクタ１４４、セレクタ１４７に入力される。ＣＰＵ１３３の指示によりセレク
タ１４４及び１４７を制御する。以後、上記したファクシミリの場合と同様なため説明を
省略する。
【００８１】
　（５）イメージメモリ部３０７の情報によるコア部３０８の動作
　イメージメモリ部３０７に情報を出力する場合について説明する：
　ＣＰＵ１３３は、通信ＩＣ１３２を介して、リーダ部１のＣＰＵと通信を行い、原稿ス
キャン命令を出す。リーダ部１は、この命令により原稿をスキャナユニット１０４が走査
することにより、画像情報をコネクタに出力する。リーダ部１と画像入出力制御装置３と
は、ケーブルで接続されており、リーダ部１からの情報は、コア部３０８のコネクタ１３
１に入力される。コネクタ１３１に入力された画像情報は、多値８ｂｉｔの信号ライン１
８７、バッファ１４０を介してＬＵＴ１４１に送られる。ＬＵＴ１４１の出力信号１８９
は、セレクタ１４３、１４４、１４６、コネクタ１３９を介してイメージメモリ部３０７
へ、多値画像情報を転送する。イメージメモリ部３０７に記憶された画像情報は、コネク
タ１３９のＣＰＵバス１８４を介してＣＰＵ１３３に送られる。ＣＰＵ１３３は、上に述
べたネットワークインタフェイス部３０５にイメージメモリ部３０７から送られてきたデ
ータを転送する。ネットワークインタフェイス部３０５は、上記した３種類のインタフェ
イス（ＳＣＳＩ，ＲＳ２３２Ｃ，セントロニクス）のうちで所望するインタフェイスでコ
ンピュータに転送する。
【００８２】
　次にイメージメモリ部３０７からの情報を受け取る場合について説明する：
　まず、ネットワークインタフェイス部３０５を介してコンピュータから画像情報がコア
部３０８に送られる。コア部３０８のＣＰＵ１３３は、ネットワークインタフェイス部３
０５からＣＰＵバス１８４を介して送られてきたデータが、イメージメモリ部３０７に関
するデータであると判断すると、コネクタ１３９を介しイメージメモリ部３０７に転送す
る。次にイメージメモリ部３０７は、コネクタ１３９を介して８ｂｉｔ多値信号１９４を
セレクタ１４４、セレクタ１４７に伝送する。セレクタ１４４または、セレクタ１４７か
らの出力信号は、ＣＰＵ１３３の指示により、上記したファクシミリと同様に、プリンタ
部２に出力され出力用紙上に画像形成が行われる。
【００８３】
　本発明の実施形態例は、前記図７のネットワーク環境において実現される：
　ユーザはワークステーション７またはパソコン８を使用して文書の作成を行う。文書作
成が終了し、用紙に出力する場合には、ユーザはプリント手続き（画像形成装置の指定／
部数の指定、後処理方法の指定、即時プリントの指定等）を入力した後、プリントコマン
ドを発行する。
【００８４】
　画像形成装置は、ＬＡＮ６を経由したプリント指示があった場合いったんデータをイメ
ージメモリ部３０７内に格納する。その後プリントコマンド内の各種プリント手続き情報
を参照してプリント機能を働かせる。また画像形成装置がコピージョブ処理中の場合には
ユーザの指示により割り込み処理も可能である。
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【００８５】
　図９は、図７におけるワークステーション７またはパソコン８から画像形成装置に対し
てプリントを指示するためのコマンドフォーマットである。このコマンドは、（１）コマ
ンドの機能を示すコマンドＩＤ、（２）このコマンドを発行したユーザを示すユーザＩＤ
、（３）プリントすべき文書ファイル、もしくは文書ファイルがファイルサーバ９や光磁
気ディスクドライブユニット３０４にセットされた光磁気ディスクに記憶されている場合
はファイル識別子、（４）プリントすべき画像形成装置の指定（ネットワークアドレス）
、枚数／部数指定、後処理方法指定、即時プリントしない場合の文書データ保持形態（コ
ードデータ／ビットマップに展開された画像データ）等の情報を格納する処理方法、（５
）即時プリント指定の可／不可を示すフラグより構成されている。
【００８６】
　図１０（動作１）は図７のパソコン８またはワークステーション７の内部のハードディ
スクに文書ファイルを格納する場合のフローチャートである。電源を投入した直後は、ユ
ーザからのコマンド入力待ち（ステップＳ１）である。ここで新規ファイル作成または編
集が指定されれば各ファイル名入力（ステップＳ２、ステップＳ３）の後、編集モードに
入る（ステップＳ４）。編集が終了すれば文書データを内部のハードディスクに格納する
（ステップＳ５）。また、ユーザがプリントアウトを指定した場合、まずプリントすべき
ファイル名を入力し（ステップＳ６）、その後プリントアウトさせる画像形成装置の指定
、枚数／部数指定、後処理方法指定などのプリント手続きの入力（ステップＳ７）、即時
プリントか否かの入力（ステップＳ８）の後、画像形成装置に対して文書ファイル（実体
）を含むプリントコマンドの発行を行う（ステップＳ９）。
【００８７】
　図１１（動作２）は、図７ＬＡＮ６を経由して外部のファイルサーバに文書ファイルを
格納する場合の、パソコン８またはワークステーション７のフローチャートである。電源
を投入した直後はユーザからのコマンド入力待ち（ステップＳ１１）である。ここで新規
ファイル作成または編集が指定されればファイル名入力（ステップＳ１２、ステップＳ１
３）の後、編集モードに入る（ステップＳ１４）。編集が終了すれば、文書データを外部
のファイルサーバに格納する（ステップＳ１５）。またユーザがプリントアウトを指定し
た場合、まずプリントすべきファイル名を入力し（ステップＳ１６）、その後プリントア
ウトさせる画像形成装置の指定、枚数／部数指定、後処理方法指定などのプリント手続き
の入力（ステップＳ１７）、即時プリントか否かの入力（ステップＳ１８）の後、画像形
成装置に対してファイル識別子を含むプリントコマンドの発行を行う（ステップＳ１９）
。
【００８８】
　図１２と図１３とは、画像形成装置の動作を示したものである。各フローチャートはマ
ルチタスクモニタの管理下で並行して動作を行っている。
【００８９】
　図１２は、画像形成装置の受信処理部のフローチャートである。アイドル状態ではＬＡ
Ｎ６からのコマンド待ちである（ステップＳ２１）。プリントコマンドを受信すれば（ス
テップＳ２２）、画像形成装置内のローカルディスクに受信データを格納する（ステップ
Ｓ２４）。
【００９０】
　以上の動作は図８の構成図において、ＬＡＮ６からのデータはネットワークインタフェ
イス部３０５から入力され、またローカルディスクはファイル部３０４に相当する。受信
処理部としての全体の制御はＣＰＵ１３３が行っている。
【００９１】
　図１３は、画像形成装置のプリント処理部の動作シーケンスフローチャートである。ア
イドル状態では画像形成装置内のローカルディスク内にプリントすべきデータがあるか否
か常にチェックしている（ステップＳ３１）。プリントすべきデータがあった場合、まず
即時プリントのフラグをチェックし（ステップＳ３２）、即時プリント可であれば指定さ
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れた処理方法でプリントを開始する（ステップＳ３５）。またこの時すでにコピージョブ
が処理中であれば終了までウエイトする（ステップＳ３４）。
【００９２】
　即時プリント不可ならば、まずコピージョブが処理中か否かを確認する（ステップＳ３
６）。もしコピージョブ処理中で割り込み指示があれば（ステップＳ３７）、割り込みモ
ードに入る（ステップＳ３８）。その後は画像形成装置のカードリーダ６１６にＩＤカー
ドが入力されるのを待つ（ステップＳ３９）。入力されればＩＤカードに記録されている
ユーザＩＤと画像形成装置のローカルディスクに格納されている文書ファイルのユーザ識
別子が合致するか否かを確認する（ステップＳ４０）。合致しなければ操作パネルに警告
を表示する（ステップＳ４１）。
【００９３】
　合致すれば該当する文書ファイルの実体が画像形成装置内にあるか否かチェックし（ス
テップＳ４２）、なければＬＡＮ６を経由してファイルサーバからファイル識別子が示す
ところの文書ファイルを取り込む（ステップＳ４３）。その後指定された処理方法でプリ
ントを実行する（ステップＳ４４）。プリント終了後は、割り込み中か否かを判断し（ス
テップＳ４５）、割り込み中であれば中断されたコピージョブを再開する（ステップＳ４
６）。
【００９４】
　以上の動作は図８の構成図において、プリント実行、カードリーダ制御および操作パネ
ル制御はコネクタ１３１を介して行われる。またローカルディスクはファイル部３０４に
相当する。プリント処理部としての全体の制御はＣＰＵ１３３が行っている。
【００９５】
　（リーダ部１の処理／制御）
　さらに、次にリーダ部１の処理／制御について説明する：
　図１４は、図１、２におけるリーダ部１の構成ブロック図である。ＣＣＤ１０８から出
力された画像データはＡ／Ｄ・ＳＨ部１１０でアナログ／デジタル変換が行われると共に
、シェーディング補正が行われる。Ａ／Ｄ・ＳＨ部１１０によって処理された画像データ
は、画像処理部１１１を介してプリンタ部２へ転送されると共に、インタフェイス部１１
３を介して画像入出力制御部３のコア部３０８へ転送される。
【００９６】
　ＣＰＵ１１４は、操作部１１５で設定された設定内容に応じて、画像処理部１１１及び
インタフェイス部１１３を制御する。例えば、操作部１１５でトリミング処理を行って複
写を行う複写モードが設定されている場合は、画像処理部１１１でトリミング処理を行わ
せてプリンタ部２へ転送させる。
【００９７】
　また、操作部１１５でファクシミリ送信モードが設定されている場合は、インタフェイ
ス部１１３から画像データと設定されたモードに応じた制御コマンドをコア部３０８へ転
送させる。このようなＣＰＵ１１４の制御プログラムは、メモリ１１６に記憶されており
、ＣＰＵ１１４は、メモリ１１６を参照しながら制御を行う。また、メモリ１１６は、Ｃ
ＰＵ１１４の作業領域としても使用される。
【００９８】
　（コア部３０８の構成説明）
　図１５はコア部３０８の構成ブロック図である。リーダ部１からの画像データは、デー
タ処理部１２１へ転送されると共に、リーダ部１からの制御コマンドは、ＣＰＵ１３３へ
転送される。
【００９９】
　データ処理部１２１は、前述した図８の各回路で画像の回転処理や変倍処理などの画像
処理を行うものであり、リーダ部１からデータ処理部１２１へ転送された画像データは、
リーダ部１から転送された制御コマンドに応じて、インタフェイス部１２０を介してファ
クシミリ部３０１、ファイル部３０３、ネットワークインタフェイス部３０５へ転送され
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る。また、ネットワークインタフェイス部３０５を介して入力された画像を表すコードデ
ータは、データ処理部１２１に転送された後フォーマッタ部３０６へ転送されて画像デー
タに展開され、この画像データはデータ処理部１２１に転送された後、ファクシミリ部３
０１やプリンタ部２へ転送される。
【０１００】
　ファクシミリ部３０１からの画像データは、データ処理部１２１へ転送された後、プリ
ンタ部２やファイル部３０３、ネットワークインタフェイス部３０５へ転送される。また
、ファイル部３０３からの画像データは、データ処理部１２１へ転送された後、プリンタ
部２やファクシミリ部３０１、ネットワークインタフェイス部３０５へ転送される。ＣＰ
Ｕ１３３は、メモリ１２４に記憶されている制御プログラム、及びリーダ部１から転送さ
れた制御コマンドに従ってこのような制御を行う。
【０１０１】
　また、メモリ１２４は、ＣＰＵ１３３の作業領域としても使われる。このように、コア
部３０８を中心に、原稿画像の読み取り、画像のプリント、画像の送受信、画像の保存、
コンピュータからのデータの入出力などの機能を複合させた処理を行うことが可能である
。
【０１０２】
　図１６は、図７におけるワークステーション７またはパソコン８で作成、編集した文書
データをこれらで管理しているハードディスクに格納する場合の処理シーケンスを示すフ
ローチャートである。このフローチャートは、ワークステーション７またはパソコン８に
据置されたプログラムコードに基づき行われる処理シーケンスを示す。
【０１０３】
　電源を投入した直後は、ユーザからのコマンド入力待ち（ステップＳ５１）である。こ
こで、新規ファイル作成が指定されればファイル名の入力を促す表示を行い、ユーザにフ
ァイル名を入力させる（ステップＳ５２）。編集が指定されれば、編集を行うべきファイ
ルのファイル名の入力（選択）を促す表示を行い、ユーザにファイル名を入力（選択）さ
せる（ステップＳ５３）。そして、ファイル名の入力（選択）の後、編集モードに入り、
ユーザの指示に従い該ファイルの文書の編集を行う（ステップＳ５４）。
【０１０４】
　編集が終了すれば、ユーザの指示に従い、文書データをワークステーション７またはパ
ソコン８で管理しているハードディスク等のメモリに格納する（ステップＳ５５）。また
、ユーザが文書のプリントアウトを指定した場合、まず、プリントアウトすべき文書ファ
イルの入力（選択）を促す表示を行い、ユーザにファイル名を入力（選択）させる（ステ
ップＳ５６）。
【０１０５】
　その後、プリントアウトさせるべき画像形成装置の指定、枚数／部数指定、後処理方法
指定、文書データの保持形態等の処理方法の入力を促す表示を行い、ユーザにそれぞれ入
力させる（ステップＳ５７）。そして、即時プリントを行うか否かの入力を促す表示を行
い、ユーザに入力させる（ステップＳ５８）。そして、ステップＳ５６で入力したファイ
ル名の文書ファイル（実体）、ユーザＩＤを含むプリントコマンド（図９の構成）をステ
ップＳ５７で指定した画像形成装置に対し発行する（ステップＳ５９）。
【０１０６】
　そして、この画像形成装置からのレスポンスを待ち（ステップＳ６０）、レスポンスが
あれば、そのレスポンスに従ったメッセージを出力し表示する。このメッセージは「（フ
ァイル名）のプリント依頼を受け付けました」、「メモリの空き不足で（ファイル名）の
プリント依頼は受け付けられません」、「（ファイル名）のプリント終了しました」等で
ある。このメッセージに対し、更なる入力も可能である。
【０１０７】
　図１７は、図７におけるワークステーション７またはパソコン８で作成、編集した文書
データをＬＡＮ６上の外部ファイルサーバ９に格納する場合の処理シーケンスを示すフロ
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ーチャートである。このフローチャートはワークステーション７またはパソコン８に据置
されたプログラムコードに基づき行われる処理の流れを示す。
【０１０８】
　ステップＳ６２～Ｓ６５までは前述図１６のステップＳ５１～Ｓ５４と同様に行う。そ
して、ステップＳ６６では、文書ファイルの格納先としてファイルサーバ９を指定して、
該文書ファイルをファイル名と共に転送し格納させる。
【０１０９】
　そして、ステップＳ６７～Ｓ６９では前述図１６のステップＳ５６～Ｓ５８と同様に行
う。そして、ステップＳ７０ではステップＳ６７で入力したファイル名（文書ファイルの
実体は含まない）、ユーザＩＤを含むプリントコマンドをステップＳ６８で指定した画像
形成装置に対して発行する。このプリントコマンドの中のファイル名を示す情報には該フ
ァイル名の文書ファイルがファイルサーバ９に格納されていることを示す情報も含まれて
いる。
【０１１０】
　そして、ステップＳ６１，Ｓ６２では、前述のステップＳ７０，Ｓ７１と同様に画像形
成装置からのレスポンスに応じてメッセージを出力する。このメッセージに対し更なる入
力が可能である。
【０１１１】
　次に、画像形成装置側の処理の流れについて説明する。以下に示す処理はメモリ１２４
に格納されたプログラムコードに基づきＣＰＵ１３３により制御されるものである。なお
、各フローチャートはマルチタスクモニタの管理下で並行して動作を行っている。
【０１１２】
　図１８は、受信タスクによる処理シーケンスを示すフローチャートである。
【０１１３】
　アイドル状態ではＬＡＮ６からのコマンド待ちである（ステップＳ７３）。プリントコ
マンドを受信すれば（ステップＳ７４）、このコマンドに含まれる処理内容の中から文書
データの保持形態の指定がコードデータであるか判断する（ステップＳ７６）。ここで、
コードデータではなくビットマップに展開された画像データでの保持が指定されていれば
、イメージメモリ部３０７または光磁気ディスクに十分な空きがあるか識別する（ステッ
プＳ７７）。空きがあれば、プリントすべき文書ファイルのコードデータをフォーマッタ
部３０６でビットマップ画像に展開し（ステップＳ７８）、イメージメモリ部３０７また
は光磁気ディスクに文書データの他ユーザＩＤ、処理方法、即時プリントか否かを示すフ
ラグ状態をそれぞれ対応させて記憶する（ステップＳ７９）。どちらに記憶させるかは予
め設定しておくものとする。
【０１１４】
　そして、プリントの受付を正常に行えたことを示す受付応答メッセージをプリントを依
頼したＬＡＮ６上の端末（ワークステーション７またはパソコン８）に出力する。
【０１１５】
　一方、イメージメモリ部３０７または光磁気ディスクに十分な空きがなければ、プリン
トを依頼したＬＡＮ６上の端末にメモリの容量不足でプリントを受け付けられないことを
示す受付不能メッセージを出力する（ステップＳ８１）。そして、このメッセージに対す
るＬＡＮ６上の端末からのレスポンスを待つ（ステップＳ８２）。
【０１１６】
　レスポンスがない場合もしくはコードデータのままで保持するよう変更するレスポンス
があった場合は、文書ファイルはコードデータのままとし、ユーザＩＤ、処理方法、フラ
グ状態をそれぞれ対応させてイメージメモリ部３０７または光磁気ディスクに記憶する（
ステップＳ７９）。一方、キャンセルするようレスポンスがあればステップＳ７３に戻る
。
【０１１７】
　図１９は、プリントタスクによる処理の流れを示すフローチャートである。
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【０１１８】
　アイドル状態ではイメージメモリ部３０７または光磁気ディスク内にプリントすべきデ
ータがあるか否か常にチェックしている（ステップＳ８３）。プリントすべきデータがあ
った場合、まず即時プリントの可、不可を示すフラグの状態をチェックし（ステップＳ８
４）、即時プリント可であれば指定された処理方法でプリントを開始する（ステップＳ８
７）。ただし、このときすでにコピージョブ実行中（ステップＳ８５）であれば、このコ
ピージョブが終了するまで待つ（ステップＳ８６）。
【０１１９】
　一方、即時プリント不可であれば、まず、コピージョブ実行中か否かを確認する（ステ
ップＳ８８）。ここで、コピージョブ実行中で割り込み指示があれば（ステップＳ８９）
、割り込みモードに入る（ステップＳ８０）。即ち、実行中のコピージョブを中断してプ
リントジョブを開始する。そして、図６に示したカードリーダ６１７にＩＤカードが入力
されるのを待つ（ステップＳ８１）。
【０１２０】
　ＩＤカードが入力されれば、ＩＤカードに記録されているユーザＩＤとプリントすべき
文書データと対応付けて記憶されているユーザＩＤとが合致するか否かを確認する（ステ
ップＳ９２）。合致しなければ操作表示パネルに警告を表示する（ステップＳ９３）。
【０１２１】
　ユーザＩＤが合致すれば該当する文書ファイルの実体がイメージメモリ部３０７または
光磁気ディスクに記憶されているか否か判断する（ステップＳ９４）。あればその文書フ
ァイルを選択し、なければＬＡＮ６を経由してプリントすべき文書ファイルのファイル名
の指定によりこのファイルの実体をイメージメモリ部３０７または光磁気ディスクに取り
込む（ステップＳ９５）。
【０１２２】
　次に、プリントすべき文書データがコードデータの状態でイメージメモリ部３０７また
は光磁気ディスクに記憶されているか判断し（ステップＳ９６）、コードデータであれば
該文書ファイルをフォーマッタ部３０６に転送してビットマップ画像に展開する（ステッ
プＳ９７）。
【０１２３】
　その後指定された処理方法で文書データのプリントを行い、正常に終了するとプリント
を依頼したＬＡＮ６上の端末に正常終了レスポンスを返す（ステップＳ９８）。プリント
終了後は、割り込み中であったか否かを判断し（ステップＳ９９）、割り込み中であった
場合は中断していたコピージョブを再開する（ステップＳ１００）。
【０１２４】
　上記した説明ではユーザＩＤの入力はＩＤカードにより行ったが、これに限ることなく
操作部１１５のテンキーなどからの入力であってもよい。
【０１２５】
　以上述べたような実施形態によれば、ユーザが所望するタイミングでのプリント開始を
行うことができる。
【０１２６】
　また、予め非圧縮のビットマップ画像に展開しておけば、プリント開始までの待ち時間
を少なくすることができる。また、このときメモリの空き容量が少なければコードデータ
のままで保持するようにしたので、メモリの空き容量不足でプリント受付不能にする事態
を解消できる。
【０１２７】
　また、綴じ処理を行わせる場合も画像形成装置の前にユーザが居るときに実行開始させ
ることが可能となり、誤って他の出力紙と一緒に綴じてしまうことを防止できる。
【０１２８】
　また、複数分のジョブをスプールさせておき、ユーザＩＤの入力により一度にまとめて
プリントさせることが可能となる。
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【０１２９】
　なお、以上の説明における画像を表すコードデータとはキャラクタコード、プリンタ言
語等のコードデータ以外にもビットマップ画像を圧縮コード等を用いてコード化したコー
ドデータとしてもよい。
【０１３０】
　（他の実施例）
　本発明は、複数の機器（例えばホストコンピュータ、インタフェイス機器、リーダ、プ
リンタ等）から構成されるシステムに適用しても一つの機器（例えば複写機、ファクシミ
リ装置）からなる装置に適用してもよい。
【０１３１】
　また前述した実施形態の機能を実現すべき各種のデバイスを動作させるように該各種デ
バイスと接続された装置あるいはシステム内のコンピュータに、前記実施形態機能を実現
するためのソフトウエアのプログラムコードを供給し、そのシステムあるいは装置のコン
ピュータ（ＣＰＵあるいはＭＰＵ）が格納されたプログラムに従って前記各種デバイスを
動作させることによって実施したものも本発明の範疇に含まれる。
【０１３２】
　またこの場合、前記ソフトウエアのプログラムコード自体が前述した実施形態の機能を
実現することになり、そのプログラムコード自体、及びそのプログラムコードをコンピュ
ータに供給するための手段、例えばかかるプログラムコードを格納した記憶媒体は本発明
を構成する。
【０１３３】
　かかるプログラムコードを格納する記憶媒体としては例えばフレキシブルディスク、ハ
ードディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、磁気テープ、不揮発性のメ
モリカード、ＲＯＭ等を用いることができる。
【０１３４】
　この記憶媒体として着脱可能なものを採用することにより、この記憶媒体に記憶させた
プログラムコードを解読可能な装置を備えた機器に容易に対応させることが可能である。
【０１３５】
　またコンピュータが供給されたプログラムコードを実行することにより、前述の実施形
態の機能が実現されるだけではなく、そのプログラムコードがコンピュータにおいて稼働
しているＯＳ（オペレーティングシステム）、あるいは他のアプリケーションソフト等と
協同して前述の実施形態の機能が実現される場合にもかかるプログラムコードは本発明の
実施形態に含まれることは言うまでもない。
【０１３６】
　さらに供給されたプログラムコードが、コンピュータの機能拡張ボードやコンピュータ
に接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに格納された後そのプログラムコードの指
示に基づいてその機能拡張ボードや機能格納ユニットに携わるＣＰＵ等が実際の処理の一
部または全部を行い、その処理によって前述した実施形態の機能が実現される場合も本発
明に含まれることは言うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【０１３７】
【図１】実施形態例の画像形成装置の構成を示すブロック図
【図２】図１画像形成装置の構成縦断側面図
【図３】循環式自動原稿送り装置の構成縦断側面図
【図４】シート後処理装置の構成縦断側面図
【図５】シート後処理装置の構成斜視図
【図６】操作、表示パネルの構成正面図
【図７】画像形成システムのネットワークの構成例図
【図８】コア部の構成ブロック図
【図９】画像形成に関わるコマンドフォーマット
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【図１０】指定制御手順のシーケンスフローチャート（パソコンの動作１）
【図１１】指定制御手順のシーケンスフローチャート（パソコンの動作２）
【図１２】受信処理動作シーケンスフローチャート
【図１３】プリント処理部の動作シーケンスフローチャート
【図１４】図１のリーダ部１の構成ブロック図
【図１５】図１のコア部３０８の構成ブロック図
【図１６】文書ファイルの作成、編集及びプリントの指示を行う処理シーケンス
【図１７】文書ファイルの作成、編集及びプリントの指示を行う処理シーケンス
【図１８】受信タスクの処理シーケンスフローチャート
【図１９】プリントタスクの処理シーケンスフローチャート
【符号の説明】
【０１３８】
１　　　リーダ部
２　　　プリンタ部
３　　　画像入出力制御部
４　　　原稿搬送装置
５　　　用紙（シート）後処理装置
６　　　ＬＡＮ（ネットワーク）
７　　　ワークステーション
８　　　パソコン
１１１　画像処理部
１１４，１３３　ＣＰＵ
１１５　操作部
１１６，１２４　メモリ
１２１　データ処理部
３０１　ファクシミリ部
３０２　ハードディスク
３０３　外部記憶装置
３０４　ファイル部
３０５　ネットワークインタフェイス部
３０６　フォーマッタ部
３０７　イメージメモリ部
３０８　コア部
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